
様式第 2号

1 管理運営についての

2 組織体制 1職員配置等 【審査基準

事業計画書 (提案の概要)

【審査基準 : 条例第4条第 1号及び第2号】

条例第4条第4 】

3 利用促進等 条例 4条第 1号及び第2号】

募集施設の名称

所在地

団体名

代表者氏名

令和 4年度 :

令和 o年度 :

令和 6年度 :

令和 7年度 :

204千 円
204千 円
204千 円
204千 円
204千 円△

耳J和 8年度 :

と

に努

上のた

に寄与す進 に

るめの と上 の増進南 福祉の 労働意欲勤労者
とヽ るあヤ施設環境でやヽす行ヤ体や企業の研修が団不噂用

の を開催め 主事業の 自の 向と 民 自己啓発企業 市
とるりよの 地域活性化労者福祉勤 増

(1)施設の管理運営に

ついての基本方針

。雇用創出による地域活性イい9ため
・企業発展とスキル向上のため

。能力のある人材のマッチング

(2)指定管理者を希望

する理由と目的

(3)施設の課題とその

対応 i

用計画

(2)管理運営に係る職

員配置及び今後の採

。利用者の満

・地域振興に

足度を高める

必要と思われ

研修を行 :う

る研修を行う

関する研修を行う・利用者や社員の安全に(3)人材育成の考え方

や職員の研修計画等

市民活動セミナ‐9開催

市民の交流イベント?開催

の開催

婚活及び交流事業の開催

(1)施設の利用促進に

向けた具体的な取組

(施設の特色を活か

した自主事業の展開

=3エ



。学校関連や団体観光の利用促進

。付帯設備備品の充実 |
を含む。)及

目標

地元企業や と体団

地ど 元企業の優先の委託や修繕な点検保守
。講座講師との意見奈換会の開催

(2)地域 =関係機関・

ボランテイア等との

連携についての考え

方や方策

(3)施設のPRや情報

提供など広報活動|こ

ついての効果的な取

組

4 サービス向上等 【審査基準 条例第 4条第 1号及び第2号】

5 施設の管理運営等 【審査基準 : 条例第 4条第3号及び第4号】

6 その他 【審査基準 :条例第4条第4号】

。講師、サークルの代表の意見交換

・電子アンケー トの実施(1)利用者等からの二

|―ズの把握方法

・ 苦情対応マニユアルの作成
。苦情対応の履歴管理

(2)利用者等からの苦

情等に対する対応

とおもてなしやマナ=研
修

。設備や備品の使用研修

。サ■ビス向上委員会を月 1回開催する

応の

(3)その他サービスの

質を維持 Ⅲ向上する

ための取組

旱環境整備を委託に頼らず騨具で対応

。社内全体でバックアツプ体制

。物品を社内で共同購入

(1)施設の管理運営に

おける経費節減のた

めの取組

とする
。教養文化室の二間を一室として導営

料金のための、市が設定したの充当修繕費・固定の維持管理費、

・部屋の名称をわかりやすヤヽ名称で揃える

(2)不 1用料金の設定及

び設定根拠

の維持管翠は定‐めの通り行う

清掃は随時行う

:鶏篭薯法馬程講冨ゎる修繕は早急に寿応する
。備品の維持管理、環境整備、

e建築物の 建築設備

と して行う中

(3)維持管理業務 (清

掃 `保守点検・警備

等)の内容、方法、

頻度、今後の修繕計

画等

個人 するマニュアルの作

ヤ るめよ 努9となるを侵害す益や利の権利人個
ヽ彰 よなの 9 厳守提供漏洩へ のと 他るすえ超 て不可用を的目 の範囲

組

(1)利用者の個人情報

を保護するための取

(2)施設の管理運営に

おける環境に配慮し

た取組
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・管内の点検

・防災訓練の実施
。ABD講習の実施 !

。危機管理マニ平アルの作成

。応急手 の

緊急時 (災害
,事故

等)の対応及び危機

管理体制

の他(3)防災、

ッディパル余呉、高山キヤン

。長浜市防火イ呆安協会の役員

文化
ウホ ル 長浜文化芸術会館ムホ 浅井少年労青市勤長浜

の 運営の里妙理プ場
(4)同様・類似の業務

の実績等 `

7 自由提案 【審査基準 :条例第 4条第2号及び第 5号

※甚案の概要は、次頁かいの事業計画書に基
づきA4版片面4枚以内で作成してください。

体験型観光の実現tこ向け尽力し、

(事業計画書の自由提案9とゃり)

文化芸術

に努新た

の用し、履ら を運営施設ヤ つ た分野カと観光や地域振興、
9を行主事業自え考をの福祉充実や勤労者

つを行支援の就業の後子育てとの女性中 の活躍育て子
るめ出るな 雇用創

その他施設の管理運営

業務を効果的 '効率的

に推進していくために

提案したいこと、貴団

体の独自性やアピール

したいこと
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事業計画書

条例第4条第1号及び第2号】
1

ヽ 【審査基準し ての基本方針等つ管理運営

(1)施設あ管理運営についての基本方針を掟示してくださ
い。

長浜勤労者総合福祉セイターの諜置目的はヽ中
小企業等で働く勤労者の福祉の増進と

動労意欲の尚上を図り、雇用の促準と職業
の安定に資することと|されています。

セン

=
▼を運営するにあたり単なる貸館業務中Ⅲ

σ)箱物としての方
府
也設ではなく、企業や団体の

スキルの向上のための教育や訓練の場として利用されることが大切だ士考
えます。また

長浜駅から近く、琵琶湖を望む立担条件から市外の企業や団体
の利用も多くあります。

そして、市民のサークル活動や文化講座としても利用があ
り、多岐にわたって令1邪 され

る施設です。しかしながら、現在の長浜市においては
「人・文化。産業を創出する知の

拠点」をコンセプトに「長浜まちづくリマンタ
エ」「長浜市立長浜図書館」

「長浜市地雰

福祉センタと」「ながはま市民協働センタ
ー」の複合からなる

「ながはま文化福祉プラ

ヂ」と「長浜商二会議所」や
「長浜ビジネスチポート協議会」などがF堀設し

てい0「長

浜商工会議所。長浜ビジネスサポートセイタ
ー」2つの建物からなる

「さぎ客みタウ
ン」

をオープンされました。この施諜では創業、企業を目指す方
や事業を経営されている方

等が登録をすれば自由に使えるコワーキング
スペニスやミーテ身ングルーム、フェ‐チ

平‐ルームなど、今の時代に必要と|■ている機能を備
えた素晴らしい揮設とな?てい

ます。このオープンに伴い、これまで長浜勤労者総合福祉
センタ‐が担つていた市内の

企業の教育や研修の場は(その機能をさざなみタウンに移され
ています。そのような背

景から、市内あ企業の勤労者の教育・研修は
「さざなみ歩ラン」を活用してし`ただき、

長浜勤労者総合福祉センターでは勤労者、また市民
である地域住民の自己啓発となる文

花講座の開催や市民活動セミナ
エ、婿活事業など、勤労者の福祉の増進に重点を置

き導

営を行つていきます。また、駅から近ャ立`地を活
かし、県単位のエジア研修や市外、号

外の企業が景浜市内で開催する孝女育や研修?利用促進イ
と努め々 管理運営を行うことで、

長浜市の他の施設と協力し、共に、地域活柱化と経済振興
の役割を担つて行きたいと考

えます。

(具体的な方針)

① 茉1用団体や企業の研修を行いやすい施設であり環境
であ々

=と② 地元の企業と市長の自己啓発と向上あため?ョ主≡碁
の開催

③ 勤労者の権社の増進により地域の活性化に寄与す
る手と

④ 他団体と連携した取り組み

(2)指定管理者を希望する理由・目的を提示してくださ
い。

弊社は長浜市北部を所在地としていますが、
1

を運営することにより、市内北部から南部に至

年間この長浜勤労者総合福祉センター

までの企業や団体と出会い、産業ゃ観
1

る
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な ど あ らゆる経済や地域の活性化1こ つ セ て 学ぶ と
が で きま した。地域

光 文化分野
べ

の協働や連携を通 し て 地域 の 求 め られ て
ヤ るもの を知 り 一企業として ど 9 あ る

と

き カヽ を考え 弊社 の 基本理念 こ基づ 地域社会へ の 貢献 と地域の共生、持続可能
な社

を よ り深 く考 え 弊社の発展 とス キアレ向
上 繁が つ て ヤ

ヽます ま
ハ
7^~ を作 る とセ つ と

弊社で は雇用の倉1出が地域の活性イとになる と考
え て ヤ ます 近年、女性も男性 と同

た
な

よ 9 に結婚後 子育てを しなが らキ ヤ リア を重
ねて セ とも特別な存在でイまな

じ

た時代ですが 長浜で暮 らす子育て中の 女性
の 中 1こイよ、子育て 1こ重点を置き 自分

の

つ

時間に働 きた V とす る方がお られます。
の た め 長浜勤労者総合福祉セン タ

可能な
ヽ

で講座を開講 し、そ 9 セ た方 々 の
ス キル を活 か した労働の場所 と して提供 した

ヤ と思
つ

す また合わせて子育てが落ち着ヤ
ヽた後の就業支援を合同会社 LOCO と連携

して行
ヤヽま

と思 ま魂 つヤ
ヽつ た とカゝら 当施設 よ り地域の企業に能カ

の ある人
つ て ヤヽきた ヤ

材 を チ グさせ 貢献 した セ とセ 9 思 ヤ か ら 当施設
の運営を希望す る もの です

マ ツ ン

(3)施設の課題とその対応について提示してください。

管理運営についての基本方針で触れて
ヤ
|ますが、市内

には様々な施設がわり、また新

設される施設もあります。新しい施設ヂでき
ることは便利になり利用レやすくなる

こと

で市民にはとつて大変喜ぼレいことです。こ
のことから新しい施設の利用い増えて行き

ますが、同じ用途の苦い施設はそ■と比がると価値
が下がつて行く手といなη

ます。当

施譲の設置占的の範囲内で、周りの■況をた握
し、当施設に与えられる役害1を見出し

―

他の施設と不可用者を取り合うのではなく、連携
や協力をし、市民1ととつてょり度い公共

施設の在り方を考えていきたいと思います。

欄が不足する場合lよ、同様の書式で別紙 (AI版)を作成
してください。
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2 4 ▼4 条第第条例【配置等 基準審査職員組織体制

(1)管理運営の組織体制を提示してください。

これまでの指定管理者経営に関するノウハウを活かし、尚ユ
つ、広域地域―多角経営に

よる経験を活かし、効率的な運営を行います:イ
ベント開催時は、弊社の他施弾9スタ

ッフを配置するなど、利用者の安全を第一に考えます。管理責任者
1名を早置するとと

もに、交代の管審担当スタッフが貸乍、自主事業、清
掃などを行い、全スタンフが運営

に携わるような体制にします。定時以降の夜間については、リ
ピートの利用が高いため、

固定のスタンフが姑応し要望に応えます。経理業務に
ついて利用料金、自主事業の収入

など現企を取り扱いや会計日報の作業について施設
の管理スタンフが行いますが、振り

込みや支払い業務、日報に基づく会計作業に関しては、弊社
の本部経理にて行うことで

効率化を図るとともに、二重のチiッ クを行います。

(2)管理運営に係る職員配置及び今後の採層計画を提示して
くださいと

役職 担当業務内容 資格 H能力等 雇用形態 勤務形態

所長 施設全般の総括責任者 甲種防火管理者 常勤

8:30～ 17:30

12:30～ 21:30

交代制

事務 受付 l清掃・企画
i講座 常勤

8:30～17:30

12:30～ 21:30

交代制

アルバイ

ト

受付。清掃・講座 非常勤 3:30～21:30の

内 6時間程度

アルバイ

ト

受付・清掃・講座 非常勤 8:30年21:30の

内6時間程度

アルバイ

ト

受付・清掃 。講座 非常勤 8130～21:30の

内 6時間程度

(職員の採用計画)

現在の従業員を配置します。

(3)人材昔成の考ぇ方や職員の研修計画等 提々不してくださ
い。

社員研修については主に次σ)3〕煮から取り組んでま
いります。

1、 利用者や社員の安全に関する研修

。消防訓練 (避難誘導) 年 2回  5月 と12月

・AED研修  年 1回  12月      ■

。水難事故等に対する対応研修  年1回 マナーアップ協議会を通じて奉施9

2、 利用者の満足度を高める研修

。長浜商工会議所が開俸するマナー講座等 年 1回
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。社内、接客、電話対応等のサTビス研修 年 2回

年 2回

年 2回
・付帯設備や備品の設置、使用方法の研修

,清掃の基礎学習のための他施設
への派遣

3、 その他、業務や地域振興に必要1思われる研修

。当施設の条例、規則Ⅲ個人情報保護 年 1甲

。海賀県中小企業家向友会会合に参加

欄が不足する場合はⅢ同様の書式で別紙 (A4版)を作成し
てください。

3 号2 】4 号1 び第及条第第条例基準【審査用促進等奉暉

(1) 施設の利用促進に向けた具体的な取組
を活かした自主事業の展開を含む志)及び達

成目標を提示してください。

企業や団体だけでなく市民1こ広く活用いただくた
めに文化講座を開催し、利用して

い

ただきます。施設の活用方法の例となるようなイ
ベントを開催し、施設を知つてャた`r

けるように働きかけます9内容は (F16の 7自 由提案に記載
)          ―

また学校関連の校外学習や修学旅行等の体験教室
の実施や昼食会場として案内しま

す。周通の宿泊施設や観光交渾会社と会合を持ち
連携を行います。     |

プとジ手クタ~、 マイク、パソコイの貸出、インタTネ 〉卜乗境守
の付帯設備の本実

を図ります。

【達成目標】

(2)地域 :関係機関
。ボランテイア等との導携に

ついての考え方や方策を提示してください

当施設の管理運営において、地元企業や甲体
との連携や、協力をし合い、地域振興

ヘ

つながる施設運営を行います。特に保守点検や設備点検(除雪等
の委託、修繕、ギみ粋

理は士也元企業を可能な限り優先しますも自主事業
の講座講師や窪期禾1用のあゃサ

ークル

の代表者の意見を取り入れ地域に根差した運営を行
います。

施設 や情報提供な ど広報活動につ し ての効果的な取組を
提示して くださしヽ 。

の P R

く旦 伝す

利用者数

32, 800人令和4年度

34, 500人令和 5年度

86, 300人令和 6年度

38, 100人令和 7年度

過去の11年の実績においてⅢピ=
を超えました。ニロナの影響がある今年の利用を

見込み、令れ4年度からのテフタ
~コロナの不

!用

から、最終年度には4万人の利戸があるよう年年

5%あ増を目標とします。

ク時に 4万人

40, 000人令和 8年度

(3)

禾ll用しやすヤ施設で あ る とを広 るため 1こ 貸館案内の パ フ レ ツ トや企業
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向け研修に特化したチランを作成します。またホ
‐ムページの更新作業を頻繁に行いま

す。フエイスブツクを管用し、写真を使つた旬な情報
をお届けし親しみのある施設にし

ます。自主事業である文1“講座のチラシの作成と市
の法報に積極的嘩利用します。県

内

の商ェ会議所や滋賀県中小企業家同友会などに働き
かけチラシ等の相互配布や連携を

行います。     ヽ

弊社の他施設と連携を行いて相互PRを行います。

欄が不足する場合は、同様の書式で別紙 (A4版)を作成してくrさ
い。

4
21 び第 号】号及4 条第第条例上スビ 向 等 【サー 審査基準

(1)利用者等か|のニーズの把握方法空撮示し
てくだ

利用者の満星度や要望等の把握は運営?評価

さい。

はもとよリサーどスの向■へとつなが

る重要な情報であることから、アンケ▼卜実施し把握に努めます。ま
た手聾に回答でき

るよう、携帯電話、スマートフオン、パソコンなどから回答でき
るアンケートシステム

を構築しますと講座の講師に定期的な意尾の聞き取りを行
い、遠慮のない意見を収集し

ますと                           :

(2)利用者等からの苦情等に増する対応につャて`提示して
ください。

寄せられた茸晴はレベルに合″せ導切に対応します。   「
初期対応として、 1。 押手のⅢ情を理解

して話をキくF耳
日く。

2,荷が問題になつているか事実を確認する

3,問題の解決策や代替案などを撮示する。
:    4.再

度のお詫びと感謝を相手に伝える

2次対応として、―現場だけの半J断で解米できない場合は、所長
が責任者となって対応

を行う。                   :
3次対応として、所長の判断で解決できない場合、本社で対応

とともにt市役所商工

振興課の担当者今報告し協議を行う。

また、苦情対応あ―Υニユテルイ1基づセ|た訓練の実施を行
います9事例に関しては履歴

管理を行い、サービ女の向■に生かしますと

(3)その他サービスの軍を維持
Ⅲ向上するための取組について提示してくだ書いЬ

サ■ビスの向上委員会を設置し、「月 1ィ回 (第 2水曜日)に開催
し、アンケートの要望

やクレ‐

^に

ついて協議を行い反映の手法く
つ手段を決めます。また第二者の意見を取り

入れるため、市が定めるモ■タリング時に内容に
ついて報告し指導 仰々ぎます。  

「

チービスヘの理解と意識向上をめざし、やも`てなしやマナーめ講習を行
います。付帯

設備や備晶の使用方法についての研修を行います。

欄が不足する場合は、向様の書式で月
ll紙 (A4版)を作成してください9



43 び第 号】号及4 条第例条 第審査基【 準営等管施設の 理運

(1)施設の管理運営における経費節減のための取組について

弊社全体でのバックアツク体制を確享することによ

でき、人件費の削減に努めますと具体的な内容として

援要請を行t｀1人員を確保します。事刈りや窓拭き等

提示してくださいo

り、必要時に必要な人員の確保が

、イドント開催時は他施設より応

は外部委話をせず、職員で対応し

ます。物品を弊社全体で購入することで事務費の削減に努
めます。

(2)利用料金の設定及び設定根拠について提示し
てください。

区分 単位 使用料 利用料金 (案 )

第 1会議室 1時間 480円 480円

研修室 1時間 1,050円 1,050円

第 2会議室 1時間 1,050円 1,050円

職業実習室 1時間 390円 390円

教養文化室 1時間

1室 |

290円 290円

多目的ホール

(電動観覧席利用時)

1時間 1 720円 1 720円

多目的ホール

(電動観覧席不使用時)

lH寺聞 1 050円 1,050円

(利用料金の設定根拠)     .

施設は老朽化してヤ́`るためヽその分、口定の維持管理
の費用も掛かると同時に、細かな

修繕も出てくることを予想しています。
このため利用料金 1ま市の設定料金とし事す。

ま

た、蔀崖の名称が分かりに藍いため、研修室を第
3会議室、職業実習室を第4会議室〔

教養文化室を和室という名称に変更して運営
を続けます。教養文化室は部屋が

つながつ

ているため、 2室を合わせての提供とします。   |

(3)維持管理業務 (清掃“保守点検・警備等)の内容、
方法、頻度、今件の修繕計印等にっ

いて提示

してください。

′維持管理業務については以下の通りですとまた、防犯警備
のために正面玄関、通用日

にF方犯カメラを設置します。修繕については、不具合、石皮損
があれば、状菩を把握し通

宜修繕じます。10万円以上の修繕費用が掛かる場合は市
と協議したうえで、号急の対応

が必要な場合は、年度予算範囲であれば積極的に修繕
いたします。
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i、 建築物の維持管理

2〔 建築設備の維持管理

3t舞台設備の維持管理

4〔 多目的ホールの胃動椅子の維持管理

業務 内容 頻度

外観点検
仕上1ザ材にお`ける浮き。ひび割れHはがれ、かぴ

の発生などの状況を確認

1回 /月

落書き点検 施設内外における落書きの有無を確認
1回 /週

防火対象物点1父 消防法第8条の2の 2の規定に基づく定期点棟
1回 /年

建築物の定期点検
建築基準法第12条第2項の規定に基づく定期

点検を実施。

1回 /3年

業務 内容 頻度

自象用電気工作物保安管理 自家用電気工作物の保守点検
1回 /月

空調設備保守点検
吸収式冷規水機、冷却塔t冷温水ポンプ、それら

の自動常1御機器の保守点検
6回 /年

消防設備保守点検
自動火災報矢日設備

i屋内外消火栓設炉
口非常用

放送設備等の外観点検“機能点検・総合点検
2回 /年

電灯設備点検 電灯設備の1点検、電球等の交換
1回 /日

業務 内容

機構設備保守点検 機構設備 (吊り物)の保守点検
1回/月

照明設備保守点検 照明設備の保守点検
1回/月

音響設備保守点検 音響設備の保守点検
1回 /月

映像設備保守点検 映像設備の保守点検 1回/月

業務 内容 頻度

竜動椅子(177席 )の点検 電動椅子の破損等の有無を確認

1回 /3月

委託点検は年 1

回

12 -



頻度

1回/年

3回 /年

床面器ツプ手,式き

便器・洗面台清掃

鏡磨き上げ

汚仰処理

トイレットヘーパー。石鹸水補給

ドア拭き掃除

玄関周辺の掃吉掃除

自動ドアのガラス磨き上げ

5、 備品等の維持管理

6、 植栽の維持管騨

7、 清掃作業

備品の維持管理

消耗品の維持管理

頻度

2回 /年

13



随時施設周辺・I直栽のゴミ捨い施設周辺・植栽の清掃

随時施設周辺=植栽の除車施設周辺・植栽の除革

随時その他の施設内外の清掃・ゴミ出しその他施設内外の清掃

頻度内容業務

随時
F"弓館時における事故・犯罪・災害の予防保安警備業務

随時

閉館時における機械警備による事故・ュ巳罪・策害の

予防

監視カメラによる録画

機械警l声離

欄が不足する場合は、同様の書式で月∬紙 (A4版)を作成してください。

(1)利用者のl巨 人情報を保護するための取組を提示してください。

個人情報保護の重要性を認識し、取り扱いには個人の権利利益を侵害す
るこ|ないよ

うに努めます。また個本情報の取り扱いは目的の範囲を超え
て利用することや他の機関

に提供、漏洩のないよう厳守します。

1、 施設の莉用につ↓`て必要な情報のみを収集し、目的以外の使用は
しません,

2、 個人情報が記録された媒密については事務所内で施焦が
できる保管庫で保管し

ます。

3、 1不要な書類はシユレッダーで処分します。

4、 業務を外部委託する場合は相手に契約書等で同様の個人情報保護
処置を求めま

,  す。
5、 パソコンは必要なパスフ▼ドを設置し、適切な管理を行い主す。

6、 社員の研修の中で情報管理の意識づけをはかります。

7、 開示範囲は次の場合を除き、利用者の個人情報を第二者に開示ま
たは提供しま

せん。①利用者の同意がある場合
.②法令に基づく場合 ③人の生命、身体ま

たは財産の保護のために必要であうて利用者の同意を取ることが困難
な場合

(2)施設の管理運営における環境に配慮した取組を提示してくださ
い。

1、 苛能な限り電気は消灯する等節電に努めます。

2、 省エネ型商品を採用しますむ

0、 電気機器の電気使用量の削減

4、 ゴミの分別を徹底するとともに、リサイクルの徹底く,1出
ゴミの削減を図ります。

-14-



5、 物品の購入に当たつてlま、環境にやさしい商品
の購入に努めます。

6、 コピー、プリンタ用紙の使用量9管理

(3)防災、防犯その他緊急時 (災害
。事故等)あ対応及び危機管理体制について提示■てくださ

い。

日頃から防災や管内の点検に努め、暴害や利用時
の掌古文や トラブルにおける事前の備

えを行います。現場責任者を所長として、た機管理
マニュアルに従い通報、情報収年、

初期消火、撚護や誘導を行います。また、本部
への通報を義務付け、弊社社長を責任者

1と対策本部を設置し、情報収集と分析、関係部署
への報告、マス平ミ等の対応などを行

います。

1.消防計画の作成

2.危機管理や手エアルの作成

3。 消防計画、危機管理マニュアルに基づく各軽訓練 (年
2回)の実揮

.4,AED講
習の実施 (年 1回 )

5。 応急手当等の消耗品の設置

(4)同様・類似の業務の実績等ち`あれば、記入してください。

長浜市勲労青少年ホー小、浅井文化ホ▼ル、長浜
文化芸術会館、ウッデイパル余呉、`

高山キャンプ場、妙理の里で、同様の危機管違マ
ニユアル、消防計耳に基づき

"災

、防

犯、緊急時に備えていますとまた、弊社は長浜市防火保安協会以下車
部の役員をⅢ命さ

れており日頃より長浜市の防火活動や啓蒙宣伝を行つて
います。

欄が不足する場合は、同様の書式で冴
ll紙 (A4版)を中成してヽださい。

7 52 7デ】号 び第及4 条第第条例提案由 審査基準【自

その他施設の管理運営業務を効果的・効率的に推進していく
た

ゃナピールしたいことがあれ|ず、記入してください。(例 :女性
‐若者の参画、奪材等の地差調洋など)

中小企業等で働ぐ勤労者の福社の増準士勤労意欲の向上を図り、雇用
の促進と職業の

安定に資することが求められる施設です。書 企々業は不キル
め高い有能な人材を求めて

います1しかし、最初から高ヤヽ能力を求めるだけでなく、受け入れるイ貝
llも技術指導や研

修を行い、在職者のスキルを向上させるための取り組みを行
つていますP弊社におぃて

は、観光や地域振興、文イ

“

、芸術といつた多岐にわたる分野の施設を経営して
いく中で、

本当に必要な人材とは、
「成長意欲をもらて働いてくれる人」であると思

つてい喜す。こ

れまで生きた経験の中で「楽しい」
「有意義だ」と思つた経験をベースに

「誰かのため|こ

役に立つたという経験」が組織の中で働く資賓である
と考えますとま■人生の経験を積

むことで、あらゆる変化に対応できる能力が身に
ういていくと思います。働くことで得

られる経験だけでなく、生活のすべてにおいて得た経験が個人
を成長させ、企業や社会

の役に立つ人となります。また、勤労者自身やそれを支える家族
の生活の充実が、心の|

のモチベージヨンを上げるものとなるでしよう。

めに提案したいこと、貴団体の独自性

安定と豊かさとなり、仕事
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このような考えから、勤労者やその家族の福祉を充実させることを自主事業
で行つて

ぃきたいと思います。                   i
① 市民活動セミナー
・'  社会のために、課題に向かつて活動する人に焦点をあて、活動の紹介と実標か

ら、自分にできる活動や社会貢献について考えてもらう
セミナTの開催

② カルチャー講座の開催

自己啓発や雇用の促準のため定期講座や 1日 限りの単発講座
の開催

③ 市民の交流のイベント

市民が集い交流していただくィバントを実施。フジー
マ
=ケ
ットや文化祭。

勤労者の家族が楽しめる子どもイベントの開催。      .

④ 婚活及び交流事業                       _
職場や地域コミユ■テーで果たしてきた男女の出会

いの場となる機会が減少

してぃる現状から、奈流の場となるよう開催。また向
じ趣味や境遇の方が集

い、社会の悩みや生きがいについて語らう場所の提供

以二の自主事業によつて雇用の促進、魅力ある企業の成長に
つながる八材の育成によ

り、地域の活性化と経済の振興に貢球したいと思います。

また、長株の観光が推進している体験型観光の実現に向け、講師
になるための支援窓

口として活動したいと考えています。自然体験や農業体験等、市街地
から離れた地域で

の活動になつていくことは必見です。興味を持っている方が気楽
に参加して頂くため

に、最初の窓口が市街地から近い方がよいと思います。これまでも弊社が北部
で進めて

きた(焼畑農業や城郭フォーラム、トレイル活動は、当施設にて講座や勉強会
を開催し、

そこで活動に興味を持った方が現地へ来られています。座学や案内に関する
ことは、長

浜駅から近い方が参加しやすいとこれまでの経験から把握しています。体験型観光?成

功は、長浜への来場者が増えること、そして観光や体験に携わる雇用が生まれる
ことに

素がります。こいつたことから、当施設の立地の良きや、弊社が北部、
1東
部、南部に関

わる施設の運営を行つていることにより、地域とと
・也域を結ぶこと、人との交流を行うニ

とで地域の振興と発展に、ひいては経済の振興に貢献できると考えます。

欄が不足する場合は、同様の書本で別紙 (A4版)を作成してくだ
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様式第 3号

1 収入

2 支出

収支計画書 (総括表)【審査基準 :贅例第逮 基も号及び第 4号】

(単位 :千円)

合計

46,020

24, 300

500

70, 820

32, 335

103, 155

令和 8年度

9, 2＼04

5, 520

100

114,824

6, 840

21_,166途

令和 7年度

9 204

5, 150

100

14,454

6, 650

21, 104

令和6年度|ェ
9,常盈0罪

4!る 堪0
1。
8。

14, 1 攀
6 465

一基
20, 589

令和 5年度

9, 204

4,510

10.0

13,814

6, 280

20, 094

令和 4年度

9 204

4, 300

100

13,604

6, 100

19, 704

科 目

指定管理料

利用料金収入

その他の収入

小計 (指定管理業務)

自主事業1見入

合計

4'

102,440

150

79, 740

22ぅ  700

331680

1, 500

合計

44,410

21,498

16, 788

4,710

7, 109

800

30

令和 8年度

9, 358

21,010

30

16, 360

6, 910

300

令和 7年度

9, 120

20,442

300

30

15, 852

6, 640

令和 6年度

19,9■ 4

15,4Ⅲ 84

4,途 30

8, 644

300

令不日5F■度

■9,_576

15, 256

4, 320

520

30

令和 4年度

小計 :(指定管理業務)

自主事業費

維持管理費

その他の支出

科 目
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様式第 3号の写
~1

収支計画書 (年度別内訳表)

令和 4年度 (苓ズロ4年 4月 1日 ～令神 5年 3月 31日 )年 度

(単位 :千円)
1.収入

2、 支出

金額科 目

9,204指定管理料

これまでの実績及び■ロナの影響を踏まえて4,300利用料金収入

その他

13,604小計 (指定管理業務)

マイク、アンプ、プロジェクター等200備品

5,200講座

白勲販売機、コピー、業務委託、補助金、助成金等700その他

6,100小計 (自 主事業)

19,704合計

金額科 目

非常勤
8,406

2,400光熱水費

これまでの実績及び、建築4′グJ定期点検の費用2,040

これまでの実績による 電話、インタネット

これまでの実績による400消耗品費

これまでの実績による 広告含む宣伝広告費

15支払手数料

15保険料

電語磯、複合機、AED、 空気清浄機り‐ス賃借料

での実績に 収入印紙、消費税よるまれ950

6,520計

300

30

15,256小計 (指定管理業務)

4,100報償費

物品販売等の仕入れ、事業による消耗品費及び貸館用の備晶購入

自主

事業

費
その他

4,320

19,576

注 事業年度ごとに記入してください。



様式第 3号の 2~3

収入

支出

収支計画書 (年度別内訳表)

(単位 :千円)

(令和6年 4月 1日～令和7年 3月 31日〉令和 6年度年 度

金額科 目

9,204指定管理料

前年度の 7%増 これまでの実績による4,820利用料金収入

100その他

14,124小計 (指定管理業務)

マイク、アンプ、プロジエクター等 前年度の 5%増220備品

5,500講座

745

自主

事業

収入 その他

6,465小計 (白 主事業)

20,589合計

金額科 目

8,882
希

人件費

2,600光熱水費

1,950委託費

200通信費

350消耗品費

100宣伝広告費

15支払手数料

15保険料

電話機、コピ‐機、AED、 空気清浄機ジTス

収支を踏まえて  収入印紙、消費税

傷害保I父

400賃借料

1,010租税公課

6,640計

維
持
管
理
費

300修繕費 指定管理料算定内訳通り

その他

15,852小計 (指定管馨業務)

4,350報償費 前年度の3%増 講座謝礼金

前年度の 5%増240その他

自主

事業

費

4,590小計 (自主事業)

20,442合計

注′事業年度ごとに記入してください。



様式第 3号の 2~2

収支計画書 (年度別内訳表)

令和 5年度 (令和 5年 4月 1日年令和 6午 3月 31日 )年 度

(単位 :千円)
収入

支出

金額科 目

9,204指定管理料

4,510利用料金収入

100その他

13,814小計 (指定管理業務)

マイク、アンブ、プロジェクター等 前年度の5%増210備 品

5,350翻

720その他

主

業

入

自

事

収

6,280小計 (自 主事業)

,094合計

2;500

これまでの実績及び、建築設備室期点棟の費用1,950

これまでの実績による 電話、インタネット200通信費

350 これまでの実績による消耗品費

100宣伝広告費

支払手数料 15

15保険料

コピ‐機(AED、 空気清浄磯リース電話機、400賃借料

980租税公課

6,510計

指定管理料算定内訳通 り300

30

15,484小計 (指定管理業務)

4,200報償費

230

鮭
諜
費
その他

4,430小計 (自主事業)

19,914合計

注 事業年度ごとに記入してください。



様式第 3号の 2~4

収支計画書 (年度別内訳表)

令和 7年度 (令不日7年 4月 1日γ令和 8年 3月 31日 )年 度

(単位 :千円)
収入

支出

金額科 目

9,指定管理料

前年度の7%増 これまでの実績による5,150利用料金収入

100その他

14,454小計 (指定管理業務)

マイケ、テンプ、プロジエタタ‐等 前年度の5%増230備 品

5,650

770その他

自主

事業

収入

6,650小計 (自 主事業 )

21,104合計

前年の実績及び貸館利用率による2,800光熱水費

これまでの実績及び、建築物牢期点検の費用2,040委託費

これまでの実績による 電話、インタネット150通信費

これまでの実績による350消耗品費

これまでの実績による 広告含む100宣伝広告費

15支払手数料

録険料

コピー1幾、AED、 空気清浄機リース電話機、400賃借料

収支を踏まえて  収入印紙、消費税1,040

e,91o計

300

30その他

16,360小計 (指定管理業務)

4,400報償費白主

事業

費

4,650小計 (自 主事業)

21,010合計

注 事業年度ごとに記入してください。



様式第3号の2~5

収支計画書 (年度別内訳表)

令和8年度 (令細 8′年4月 1日～令和9年 3月 31日 )年 度

(単位 :千円)
収入

支出

金額科 目

9,204

5,520 前年度の7%増 これまでの実績による利用料金収入

100その他

14,824小計 (指定管理業務)

マイク、アンプ、プロジェクタ‐等 前年度の5%増240備品

5,800融

自主

事業

収入 その他

6,840

21;664合計

金額科 目

非常勤

3,000光熱水費

これまでの実績及び、建築設備定期点検の費用1,950委託費

200通信費

これまでの実績による350消耗品費

100宣伝広告費

支払手数料

保【父料

400賃借料

収支を踏まえて : 収入印紙、消費税1,070租税公課

7,100

300修繕費

16,788小計 (指定管理業務)

前年度の 1°/。増 講座謝ネL金4,450

4,710小計 (自 主事業)

498

注 事業年度ごとに記入してください。


